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2020年 6月 22日 

スカパーＪＳＡＴ株式会社 Research 

News Release 

 

「コロナ禍におけるエンターテインメントへの意識に関する調査」 

2020年になって国内で流行し始めた新型コロナウイルス感染症は、私たちの生活に大きな影響を与えました。 

この度、スカパー！は、いわゆる“コロナ禍”においてどのようなエンターテインメントを楽しんでいたか、また今後楽し
みたい娯楽などを把握するため、「コロナ禍におけるエンターテインメントへの意識に関する調査」を全国の15歳～69歳

の男女1,000名に対し、2020年6月5日（金）～6月8日（月）の4日間で、インターネット調査により実施いたしました。（調

査協力会社：ネットエイジア株式会社） 

≪コロナ禍による生活の変化≫ 

コロナ禍で中止・延期になり残念だったイベント 1位「夏の甲子園」2位「東京2020オリンピック・パラリンピック」 

緊急事態宣言発出前後のメディア接触時間の変化 

「1人でテレビを観る時間」は平均38分増、「同居している家族とテレビを観る時間」は平均32分増 

緊急事態宣言発出前後の「SNS」利用時間の変化 平均21分増、10代では平均53分増 

緊急事態宣言発出前後の「YouTube」利用時間の変化 平均30分増、10代では平均59分増 

緊急事態宣言発出以降、視聴時間が増えたテレビ番組 1位「ニュース・報道番組」2位「国内ドラマ」 

「バラエティ」「アニメ」「音楽番組」の視聴時間が増えた人は10代に多い傾向 

コロナ関連の情報を得るためによく観ていた番組 1位「news every.」「news zero」3位「スッキリ」 

コロナ関連のニュースを的確に伝えてくれたと思うキャスター 1位「藤井貴彦」2位「羽鳥慎一」3位「宮根誠司」 

コロナ関連のニュースを的確に伝えてくれたと思う専門家 1位「岡田晴恵」2位「二木芳人」3位「尾身茂」 

過去の名作大放出！ 面白かった再放送ドラマ 1位「逃げ恥」2位「JIN-仁-」3位「野ブタ」「ごくせん」 

緊急事態宣言下のストレスを癒してくれた芸能人 男性回答1位「新垣結衣」、女性回答1位「嵐」 

コロナ禍で沈んだ気持ちを前向きにしてくれるアニメキャラ TOP3「ドラえもん」「しんのすけ」「コナン」 

≪緊急事態宣言解除後の生活≫ 

緊急事態宣言解除後、実践している感染症対策 TOP3「外出時のマスク着用」「帰宅後の手洗い」「“3密”回避」 

「買い物は少人数で」は3人に1人、「電子決済を利用」は4人に1人が実践 

働き方についての感染症対策実践状況 関東エリアでは「テレワーク」2割、「時差通勤」1割半 

コロナ禍が収束したらまず行きたいところは？ 1位「温泉」2位「海外旅行」3位「実家」 

“Go To Travelキャンペーン”を利用して旅行したい場所 TOP3「東京ディズニーリゾート」「箱根」「草津」 

緊急事態宣言解除後、活躍を期待しているスポーツ選手 3位「羽生結弦」2位「坂本勇人」、1位は？ 

≪おうち時間の楽しみ方≫ 

家族で一緒にテレビを観て“おうち時間”を過ごす利点は？ 1位「一家団らんの時間が増える」 

家族と一緒に観て“おうち時間”を楽しみたい番組・作品は？ 

ドラマ部門1位「ごくせん」 アニメ部門1位「名探偵コナン」 バラエティ部門1位「アメトーーク！」 

有名人による“おうち時間”を楽しむためのコンテンツとして良いと思ったもの 1位「インスタライブ」 

「うちで踊ろう」「手洗い動画」は何位？ 

テレビを観ながら“おうち時間”を一緒に楽しみたい芸能人 女性回答1位は「佐藤健」「明石家さんま」 

手洗いソングを歌ってほしい芸能人 1位「嵐」2位「星野源」3位「ピコ太郎」 

“うたつなぎ”で歌声を聞きたい芸能人 1位「星野源」2位「嵐」3位「あいみょん」「米津玄師」 



  

 

 

2 

2020年 6月 22日 

スカパーＪＳＡＴ株式会社 Research 

News Release 

 

≪コロナ禍による生活の変化≫ 

◆コロナ禍で中止・延期になり残念だったイベント 1位「夏の甲子園」2位「東京2020オリンピック・パラリンピック」 

 

2020年になって国内では新型コロナウイルス感染症の感染者が増加し始め、多くのイベントが中止・延期となり

ました。また、4月7日（火）には緊急事態宣言が発出され、不要不急の外出の自粛を徹底することが要請されるな

ど、一定の行動制限を伴った生活を送ることが求められました。では、新型コロナウイルスによってもたらされる災

いを意味する“コロナ禍”により、生活にどのような変化があったのでしょうか。コロナ禍による生活の変化について

質問しました。 

 

まず、全国の15歳～69歳の男女1,000名（全回答者）に、新型コロナウイルス感染症の感染者増加に伴って中

止・延期となったイベントのうち、残念に感じたものを聞いたところ、「夏の甲子園（全国高校野球選手権大会）の中

止」（32.9%）が最も高く、次いで、「東京2020オリンピック・パラリンピックの延期」（29.9%）、「音楽イベントの中止・

延期（ライブ、野外フェスなど）」（28.0%）、「プロスポーツ試合の開催中止・延期（プロ野球、Jリーグなど）」

（25.0%）、「伝統行事の中止・延期（花火大会、祭りなど）」（23.6%）となりました。毎年春に行われる“センバツ”

（選抜高等学校野球大会）に続いて夏の甲子園大会も中止が決定されました。高校球児の活躍をみられなくなった

ことを残念に感じた高校野球ファンが多いのではないでしょうか。 

男女別にみると、「プロスポーツ試合の開催中止・延期（プロ野球、Jリーグなど）」は男性では36.2%と、女性

（13.8%）と比べて22.4ポイント高くなりました。プロスポーツの観戦を心待ちにしている男性が多いようです。 

 

 
  

32.9 
29.9 28.0 

25.0 23.6 22.1 

12.2 
9.1 

3.4 

32.0 

0%

25%

50%

全体【n=1000】

◆新型コロナウイルス感染症の感染者増加に伴って中止・延期となったイベントのうち、残念に感じたもの ［複数回答形式］

ｎ数

夏の
甲子園
（全国高校

野球選手権

大会）

の中止

東京2020
オリン
ピック・
パラリン
ピックの
延期

音楽
イベントの
中止・延期
（ライブ、野外

フェスなど）

プロ
スポーツ
試合の

開催中止
・延期

（プロ野球、

Jリーグなど）

伝統
行事の

中止・延期
（花火大会、

祭りなど）

スポーツ
イベントの
中止・延期

舞台・
演劇の

中止・延期

展示会の
中止・延期
（ゲームショウ

など）

その他 特になし

全体 1000 32.9 29.9 28.0 25.0 23.6 22.1 12.2 9.1 3.4 32.0

男性 500 37.6 33.6 25.0 36.2 22.2 30.8 10.6 10.6 2.8 30.2

女性 500 28.2 26.2 31.0 13.8 25.0 13.4 13.8 7.6 4.0 33.8

10代 166 23.5 27.7 44.0 16.3 22.9 19.9 14.5 12.0 4.8 28.3

20代 167 26.9 27.5 33.5 23.4 19.2 19.2 13.2 10.2 3.6 34.7

30代 167 32.9 29.3 25.7 28.7 22.8 22.8 12.6 9.6 1.2 37.7

40代 167 32.9 26.3 22.8 29.3 22.2 25.1 7.2 8.4 5.4 31.7

50代 167 37.7 35.3 21.6 25.7 25.7 24.0 12.6 6.0 4.2 31.1

60代 166 43.4 33.1 20.5 26.5 28.9 21.7 13.3 8.4 1.2 28.3

■全体比+10pt以上/■全体比+5pt以上/■全体比-5pt以下/■全体比-10pt以下 （％）

性
別

世
代
別

調査結果 
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◆緊急事態宣言発出前後のメディア接触時間の変化 

「1人でテレビを観る時間」は平均38分増、「同居している家族とテレビを観る時間」は平均32分増 

 

次に、メディアへの接触時間について聞きました。 

 

全回答者（1,000名）に、1人でテレビを観る時間は1日あたりおおよそどのくらいだったか聞いたところ、緊急事

態宣言発出前では平均135分（2時間15分）、緊急事態宣言発出以降では平均173分（2時間53分）と、平均視聴

時間は38分の増加となりました。 

世代別にみると、平均視聴時間が最も増加したのは30代（緊急事態宣言発出前127分、緊急事態宣言発出以

降175分）で、48分の増加となりました。 

 

 

 

同居家族がいる人（830名）に、家族と一緒にテレビを観る時間は1日あたりおおよそどのくらいだったか聞いたと

ころ、緊急事態宣言発出前では平均98分（1時間38分）、緊急事態宣言発出以降では平均130分（2時間10分）と、

平均視聴時間は32分の増加となりました。 
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◆緊急事態宣言発出前後の「SNS」利用時間の変化 平均21分増、10代では平均53分増 

◆緊急事態宣言発出前後の「YouTube」利用時間の変化 平均30分増、10代では平均59分増 

 

全回答者（1,000名）に、SNS（Instagram、Facebook、Twitterなど）を利用する時間は1日あたりおおよそどのく

らいだったか聞いたところ、緊急事態宣言発出前では平均57分、緊急事態宣言発出以降では平均78分（1時間18

分）と、平均利用時間は21分の増加となりました。 

世代別にみると、平均利用時間は若年層で大きく増加しており、10代（緊急事態宣言発出前110分、緊急事態

宣言発出以降163分）では53分、20代（緊急事態宣言発出前96分、緊急事態宣言発出以降126分）では30分の増

加となりました。 

 

 

YouTube の利用時間については、緊急事態宣言発出前では平均 58 分、緊急事態宣言発出以降では平均 88

分（1時間 28分）と、平均利用時間は 30分の増加となりました。 

世代別にみると、平均利用時間の増加幅が最も大きかったのは 10代（緊急事態宣言発出前 108分、緊急事態

宣言発出以降 167分）で、59分の増加でした。 

 

 

ネットショッピングの利用時間については、緊急事態宣言発出前では平均 30 分、緊急事態宣言発出以降では

平均 40分と、平均利用時間は 10分の増加となりました。 
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◆緊急事態宣言発出以降、視聴時間が増えたテレビ番組 1位「ニュース・報道番組」2位「国内ドラマ」 

「バラエティ」「アニメ」「音楽番組」の視聴時間が増えた人は10代に多い傾向 

 

緊急事態宣言発出以降、どのようなジャンルのテレビ番組が多く観られるようになったのでしょうか。 

 

全回答者（1,000 名）に、緊急事態宣言発出以降、視聴時間が増えたテレビ番組のジャンルを聞いたところ、「ニ

ュース・報道番組」（39.2%）が最も高く、次いで、「国内ドラマ（連続ドラマ）」（30.2%）、「情報番組・ワイドショー」

（25.0%）、「バラエティ番組・お笑い番組」（21.1%）、「映画（邦画）」（16.7%）となりました。新型コロナウイルス感染

症に関する情報を入手するために、ニュースや報道番組を観る機会が増えたという人が多かったのではないでしょ

うか。 

世代別にみると、10代では、「バラエティ番組・お笑い番組」（31.3%）や「アニメ」（28.3%）、「音楽番組」（23.5%）

が、他の世代と比べて高くなりました。10 代には、お笑いやアニメ、音楽など、テレビでエンタメを楽しむことで外出

自粛生活を過ごすようにしていた人が多いようです。 
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◆緊急事態宣言発出以降、視聴時間が増えたテレビ番組のジャンル ［複数回答形式］ ※上位10位までを表示

ｎ数

ニュース・
報道番組

国内
ドラマ

（連続ドラマ）

情報
番組・
ワイド
ショー

バラエ
ティ番組・
お笑い
番組

映画
（邦画）

映画
（洋画）

国内
ドラマ

（単発ドラマ・

2時間ドラマ）

アニメ 音楽番組 ドキュメン
タリー

全体 1000 39.2 30.2 25.0 21.1 16.7 15.1 14.2 12.7 9.9 8.6

男性 500 35.4 25.0 21.8 17.8 14.0 14.4 10.8 13.8 6.6 10.2

女性 500 43.0 35.4 28.2 24.4 19.4 15.8 17.6 11.6 13.2 7.0

10代 166 36.7 38.0 19.3 31.3 24.1 18.7 14.5 28.3 23.5 6.0

20代 167 28.7 37.1 16.8 26.9 23.4 19.8 16.8 18.6 8.4 8.4

30代 167 37.7 34.1 26.3 22.8 11.4 15.6 13.2 12.0 10.2 10.8

40代 167 38.9 24.0 24.6 16.8 13.8 10.2 12.6 9.0 6.0 6.6

50代 167 43.7 28.7 29.3 12.0 11.4 7.8 16.8 6.6 6.0 8.4

60代 166 49.4 19.3 33.7 16.9 16.3 18.7 11.4 1.8 5.4 11.4

■全体比+10pt以上/■全体比+5pt以上/■全体比-5pt以下/■全体比-10pt以下 （％）

性
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◆コロナ関連の情報を得るためによく観ていた番組 1位「news every.」「news zero」3位「スッキリ」 

◆コロナ関連のニュースを的確に伝えてくれたと思うキャスター 1位「藤井貴彦」2位「羽鳥慎一」3位「宮根誠司」 

◆コロナ関連のニュースを的確に伝えてくれたと思う専門家 1位「岡田晴恵」2位「二木芳人」3位「尾身茂」 

 

全回答者（1,000 名）に、新型コロナウイルス感染症関連の情報を得るためによく観ていた番組を聞いたところ、

1位「news every.」「news zero」、3位「スッキリ」、4位「羽鳥慎一モーニングショー」、5位「ひるおび！」「情報ライ

ブ ミヤネ屋」となりました。 

 

 

 

また、新型コロナウイルス感染症関連のニュースを的確に伝えてくれたと思うキャスターを聞いたところ、1 位は

「藤井貴彦」となりました。視聴者に訴えかけるような、真摯なコメントが印象に残っているという人が多いのではな

いでしょうか。以降、2位「羽鳥慎一」、3位「宮根誠司」となりました。 

新型コロナウイルス感染症関連のニュースを的確に伝えてくれたと思う専門家を聞いたところ、1 位「岡田晴恵

（白鴎大学教授）」（10.9%）、2 位「二木芳人（昭和大学客員教授）」（10.8%）、3 位「尾身茂（新型コロナウイルス感

染症対策専門家会議副座長）」（7.0%）となりました。 

 

     

  

◆新型コロナウイルス感染症関連の情報を得るために

よく観ていた番組 ［自由回答形式］

※上位10位までを表示

番組名 人

news every. 41

news zero 41

3位 スッキリ 39

4位 羽鳥慎一モーニングショー 29

ひるおび！ 28

情報ライブ ミヤネ屋 28

7位 報道ステーション 27

8位 ZIP！ 24

9位 ニュースウオッチ9 23

とくダネ！ 17

バイキング 17

全体【n=1000】

1位

5位

10位

◆新型コロナウイルス感染症関連のニュースを的確に

伝えてくれたと思うキャスター ［自由回答形式］

※上位10位までを表示

キャスター名 人

1位 藤井貴彦 49

2位 羽鳥慎一 39

3位 宮根誠司 23

4位 有働由美子 21

5位 桝太一 18

6位 池上彰 17

7位 加藤浩次 16

8位 安藤優子 13

9位 恵俊彰 11

10位 坂上忍 10

全体【n=1000】

◆新型コロナウイルス感染症関連のニュースを的確に

伝えてくれたと思う専門家 ［複数回答形式］

※上位5位までを表示

専門家名 ％

1位 岡田晴恵（白鴎大学教授） 10.9

2位 二木芳人（昭和大学客員教授） 10.8

3位
尾身茂（新型コロナウイルス

感染症対策専門家会議副座長）
7.0

4位
西浦博（北海道大学大学院教授、新型コロナウイルス

感染症対策専門家会議メンバー）
6.3

5位 岩田健太郎（神戸大学教授） 3.8

全体【n=1000】
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2020年 6月 22日 

スカパーＪＳＡＴ株式会社 Research 

News Release 

◆過去の名作大放出！ 面白かった再放送ドラマ 1位「逃げ恥」2位「JIN-仁-」3位「野ブタ」「ごくせん」 
 

新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、各局でドラマの収録が延期となった影響などにより、緊急事態

宣言発出以降、過去のドラマ作品が多数放送されるようになりました。 

 

全回答者（1,000 名）に、緊急事態宣言発出以降に再放送（特別編を含む）されたドラマのうち、面白いと感じた

ものを聞いたところ、1 位「逃げるは恥だが役に立つ」（16.4%）、2 位「JIN-仁-」（16.2%）、3 位「野ブタ。をプロデュ

ース」「ごくせん」（いずれも 13.4%）、5 位「鍵のかかった部屋」（11.2%）となりました。再放送での“リモート恋ダン

ス”が話題となった「逃げ恥」がトップでした。 

世代別にみると、10 代と 20 代の 1 位は「野ブタ。をプロデュース」、40 代の 1 位は「ハケンの品格」、50 代・60

代の 1位は「JIN-仁-」となりました。 

 

 

 

 
  

◆緊急事態宣言発出以降に再放送されたドラマのうち、面白いと感じたもの ［複数回答形式］

※上位10位までを表示

ドラマ名 ％ ドラマ名 ％ ドラマ名 ％

1位 逃げるは恥だが役に立つ 16.4 1位 JIN-仁- 14.4 1位 逃げるは恥だが役に立つ 21.2

2位 JIN-仁- 16.2 2位 逃げるは恥だが役に立つ 11.6 2位 ごくせん 19.6

野ブタ。をプロデュース 13.4 3位 下町ロケット 10.4 3位 野ブタ。をプロデュース 19.4

ごくせん 13.4 4位 ノーサイド・ゲーム 10.2 4位 JIN-仁- 18.0

5位 鍵のかかった部屋 11.2 5位 テセウスの船 7.8 5位 恋はつづくよどこまでも 16.6

6位 ハケンの品格 10.8 6位 野ブタ。をプロデュース 7.4 6位 ハケンの品格 16.0

7位 99.9 -刑事専門弁護士- 10.4 7位 ごくせん 7.2 7位 鍵のかかった部屋 15.8

8位 恋はつづくよどこまでも 10.1 8位 鍵のかかった部屋 6.6 8位 99.9 -刑事専門弁護士- 15.2

9位 テセウスの船 9.6 9位 コンフィデンスマンJP 6.0 9位 家政夫のミタゾノ 13.4

10位 家政夫のミタゾノ 9.2 ハケンの品格 5.6 10位 コウノドリ 13.0

99.9 -刑事専門弁護士- 5.6

女性【n=500】

3位

10位

全体【n=1000】 男性【n=500】

◆緊急事態宣言発出以降に再放送されたドラマのうち、面白いと感じたもの ［複数回答形式］

※上位3位までを表示

ドラマ名 ％ ドラマ名 ％ ドラマ名 ％

1位 野ブタ。をプロデュース 21.1 1位 野ブタ。をプロデュース 22.2 1位 逃げるは恥だが役に立つ 18.6

2位 鍵のかかった部屋 20.5 2位 ごくせん 21.6 JIN-仁- 14.4

3位 逃げるは恥だが役に立つ 19.3 3位 逃げるは恥だが役に立つ 19.2 ごくせん 14.4

ドラマ名 ％ ドラマ名 ％ ドラマ名 ％

1位 ハケンの品格 14.4 1位 JIN-仁- 21.0 1位 JIN-仁- 21.7

2位 逃げるは恥だが役に立つ 13.8 2位 逃げるは恥だが役に立つ 16.2 2位 下町ロケット 13.9

3位 JIN-仁- 12.6 3位 ハケンの品格 13.8 3位 逃げるは恥だが役に立つ 11.4

40代【n=167】 50代【n=167】 60代【n=166】

2位

10代【n=166】 20代【n=167】 30代【n=167】
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2020年 6月 22日 

スカパーＪＳＡＴ株式会社 Research 

News Release 

◆緊急事態宣言下のストレスを癒してくれた芸能人 男性回答1位「新垣結衣」、女性回答1位「嵐」 

◆コロナ禍で沈んだ気持ちを前向きにしてくれるアニメキャラ TOP3「ドラえもん」「しんのすけ」「コナン」 

 

全回答者（1,000名）に、緊急事態宣言下のストレスを癒してくれた芸能人を聞いたところ、1位「嵐」、2位「佐藤

健」「星野源」、4位「新垣結衣」「明石家さんま」となりました。ストレスが溜まってしまいがちな外出自粛生活の中で

あっても、嵐のメンバー5人の笑顔に癒されたという人が少なくないようです。 

男女別にみると、男性回答では1位「新垣結衣」、2位「有吉弘行」、3位「広瀬すず」「星野源」「明石家さんま」、女

性回答では1位「嵐」、2位「佐藤健」、3位「マツコ・デラックス」「星野源」となりました。 

 
 

また、コロナ禍で沈んだ気持ちを前向きにしてくれるアニメキャラを聞いたところ、1 位「ドラえもん（ドラえもん）」、

2 位「野原しんのすけ（クレヨンしんちゃん）」、3 位「江戸川コナン（名探偵コナン）」、4 位「竈門炭治郎（鬼滅の刃）」、

5 位「フグ田サザエ（サザエさん）」「モンキー・D・ルフィ（ONE PIECE）」となりました。長年親しまれている国民的ア

ニメのキャラクターが上位を占める中、2019 年にアニメ化されたばかりの「鬼滅の刃」の主人公・竈門炭治郎が 4

位に挙げられました。 

 
  

◆緊急事態宣言下のストレスを癒してくれた芸能人 ［自由回答形式］

※全体は上位10位まで、男女別は上位5位までを表示

芸能人名 人 芸能人名 人 芸能人名 人

1位 嵐 21 1位 新垣結衣 7 1位 嵐 17

佐藤健 13 2位 有吉弘行 6 2位 佐藤健 13

星野源 13 広瀬すず 5 マツコ・デラックス 8

新垣結衣 11 星野源 5 星野源 8

明石家さんま 11 明石家さんま 5 5位 中村倫也 7

6位 マツコ・デラックス 10

7位 中村倫也 8

8位 有吉弘行 7

サンドウィッチマン 6

広瀬すず 6

千鳥 6

9位

3位
3位

全体【n=1000】 男性【n=500】 女性【n=500】

2位

4位

◆コロナ禍で沈んだ気持ちを前向きにしてくれるアニメキャラ

［自由回答形式］ ※上位10位までを表示

アニメキャラ名 人

1位 ドラえもん（ドラえもん） 45

2位 野原しんのすけ（クレヨンしんちゃん） 25

3位 江戸川コナン（名探偵コナン） 23

4位 竈門炭治郎（鬼滅の刃） 17

フグ田サザエ（サザエさん） 15

モンキー・D・ルフィ（ONE PIECE） 15

7位 さくらももこ（ちびまる子ちゃん） 11

8位 アンパンマン（それいけ！アンパンマン） 8

9位 孫悟空（ドラゴンボール） 6

10位 ピカチュウ（ポケットモンスター） 5

全体【n=1000】

5位
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スカパーＪＳＡＴ株式会社 Research 

News Release 

≪緊急事態宣言解除後の生活≫ 

◆緊急事態宣言解除後、実践している感染症対策 TOP3「外出時のマスク着用」「帰宅後の手洗い」「“3密”回避」 

「買い物は少人数で」は3人に1人、「電子決済を利用」は4人に1人が実践 

◆働き方についての感染症対策実践状況 関東エリアでは「テレワーク」2割、「時差通勤」1割半 

 

4月7日（火）に発出された緊急事態宣言は、5月25日（月）をもって解除されましたが、新型コロナウイルス感染

症の流行は完全に収束したわけではないため、引き続き、感染症の拡大防止を意識した行動を取ることが大切だ

といわれています。 

 

全回答者（1,000名）に、緊急事態宣言が解除されてから、感染症対策として実践しているものを聞いたところ、

「外出時はマスクを着用する」（78.3%）が最も高く、次いで、「帰宅したらまず手を洗う」（69.9%）、「“3密”（密集・密

接・密閉）を回避する」（54.3%）となりました。感染症予防のための基本的な対策を徹底している人が多いようです。

また、「予備のマスクをストックする」（43.1%）や「予備の石鹸・ハンドソープをストックする」（20.5%）など、感染症流

行の第2波への備えとして、備蓄をしている人も少なくないことがわかりました。そのほか、「買い物は少人数でする」

（31.9%）や「電子決済を利用する」（25.5%）といった買い物時の対策も上位に挙がりました。 

 
また、有職者（607名）に、緊急事態宣言が解除されてから、働き方について、感染症対策として実践しているも

のを聞いたところ、「テレワークを活用する」は13.3%、「時差通勤をする」は10.0%、「会議はオンラインで行う」は

8.4%となりました。 

エリア別にみると、関東では「テレワークを活用する」は20.7%、「時差通勤をする」は15.1%、「会議はオンライン

で行う」は12.5%と、いずれの対策についても他のエリアと比べて高くなりました。 

  

78.3 
69.9 

54.3 
49.3 46.3 45.3 43.1 42.8 40.6 

35.9 31.9 
25.5 25.1 21.5 20.5 

0%

50%

100%

全体【n=1000】

◆緊急事態宣言が解除されてから、感染症対策として実践しているもの ［複数回答形式］ ※上位15位までを表示

外出
時は
マスク
を着用
する

帰宅
したら
まず
手を
洗う

“3密”
（密集・密接

・密閉）を
回避
する

手指を
まめに
消毒
する

県を
またぐ
移動は
避ける

帰省や
旅行は
控える

予備の
マスク
をストッ
クする

人との
距離を
1m以上

保つ

咳エチ
ケットを
徹底
する

こまめ
に換気
をする

買い物
は少人
数で
する

電子
決済を
利用
する

向かい
合って
する

会話は
避ける

混雑時
間帯の
公共
交通

機関の
利用は
避ける

予備の
石鹸・
ハンド
ソープ
をストッ
クする

13.3 
10.0 8.4 

0%

10%

20%
全体【n=607】

◆緊急事態宣言が解除されてから、働き方について、感染症対策として実践しているもの ［複数回答形式］

対象：有職者

ｎ数
テレワークを活用する 時差通勤をする 会議はオンラインで行う

全体 607 13.3 10.0 8.4
北海道・東北 53 1.9 1.9 1.9

関東 232 20.7 15.1 12.5
北陸・甲信越 34 8.8 - 2.9

東海 70 10.0 7.1 7.1
近畿 110 13.6 11.8 8.2

中国・四国 50 8.0 10.0 6.0
九州・沖縄 58 5.2 3.4 5.2

■全体比+10pt以上/■全体比+5pt以上/■全体比-5pt以下/■全体比-10pt以下　　（％）

エ
リ
ア
別
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◆コロナ禍が収束したらまず行きたいところは？ 1位「温泉」2位「海外旅行」3位「実家」 

 

全回答者（1,000名）に、新型コロナウイルス感染症が収束したら、まず行きたいところを聞いたところ、1位「温泉」

となりました。外出自粛生活が続いて溜まった疲れやストレスを温泉で癒したいと考えている人が多いようです。以

降、2位「海外旅行」、3位「実家（への帰省）」、4位「東京ディズニーリゾート」、5位「外食」となりました。 

世代別に1位に挙げられたものをみると、10代・20代は「東京ディズニーリゾート」、30代は「温泉」「実家（への帰

省）」、40代と60代は「温泉」、50代は「実家（への帰省）」でした。 

 

 

 

 
  

◆新型コロナウイルス感染症が収束したら、まず行きたいところ

［自由回答形式］ ※上位10位までを表示

行きたいところ 人

1位 温泉 67

2位 海外旅行 55

3位 実家（への帰省） 48

4位 東京ディズニーリゾート 47

5位 外食 39

6位 国内旅行（温泉除く） 35

7位 買い物 34

8位 映画館 29

9位 コンサート・ライブ 27

10位 カラオケ 17

全体【n=1000】

◆新型コロナウイルス感染症が収束したら、まず行きたいところ ［自由回答形式］

※上位5位までを表示

行きたいところ 人 行きたいところ 人 行きたいところ 人

1位 東京ディズニーリゾート 12 1位 東京ディズニーリゾート 13 温泉 13

2位 カラオケ 11 2位 海外旅行 10 実家（への帰省） 13

買い物 9 3位 実家（への帰省） 9 3位 東京ディズニーリゾート 11

遊園地・テーマパーク（TDR、USJ除く） 9 温泉 6 4位 海外旅行 10

5位 ユニバーサル・スタジオ・ジャパン 8 買い物 6 5位 外食 5

行きたいところ 人 行きたいところ 人 行きたいところ 人

1位 温泉 19 1位 実家（への帰省） 14 1位 温泉 17

2位 買い物 9 2位 温泉 12 2位 海外旅行 11

映画館 7 海外旅行 10 外食 9

海外旅行 7 外食 10 国内旅行（温泉除く） 9

実家（への帰省） 7 5位 国内旅行（温泉除く） 9 5位 孫の家 6

国内旅行（温泉除く） 7

3位

3位 3位

10代【n=166】 20代【n=167】 30代【n=167】

40代【n=167】 50代【n=167】 60代【n=166】

3位

4位

1位
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◆“Go To Travelキャンペーン”を利用して旅行したい場所 TOP3「東京ディズニーリゾート」「箱根」「草津」 

 

新型コロナウイルス感染症の流行により大きな影響を受けた観光産業の復興事業として、現在、日本国内での

旅行需要喚起を目的とした“Go To Travelキャンペーン”の開始が計画されています。 

 

全回答者（1,000名）に、“Go To Travelキャンペーン”を利用して旅行したい場所を聞いたところ、1位「東京ディ

ズニーリゾート」、2位「箱根」、3位「草津」、4位「ユニバーサル・スタジオ・ジャパン」「伊勢志摩」「伊豆」となりました。

お得に旅行をすることができるキャンペーンを活用して、テーマパークや温泉などを楽しみたいと考えている人が

多いようです。 

世代別に1位に挙げられたものをみると、10代・20代・40代では「東京ディズニーリゾート」、30代・50代・60代で

は「箱根」でした。 

 

 

 

 
  

◆“Go To Travelキャンペーン”を利用して旅行したい場所

［自由回答形式］ ※上位10位までを表示

旅行したい場所 人

1位 東京ディズニーリゾート 36

2位 箱根 28

3位 草津 11

ユニバーサル・スタジオ・ジャパン 10

伊勢志摩 10

伊豆 10

7位 熱海 9

札幌 8

仙台 8

函館 8

全体【n=1000】

4位

8位

◆“Go To Travelキャンペーン”を利用して旅行したい場所 ［自由回答形式］

※上位3位までを表示

旅行したい場所 人 旅行したい場所 人 旅行したい場所 人

1位 東京ディズニーリゾート 12 1位 東京ディズニーリゾート 11 1位 箱根 7

2位 ユニバーサル・スタジオ・ジャパン 4 熱海 3 2位 東京ディズニーリゾート 6

札幌 3 函館 3 伊勢志摩 3

東京スカイツリー 3 箱根 3 札幌 3

日光 3 日光 3

旅行したい場所 人 旅行したい場所 人 旅行したい場所 人

1位 東京ディズニーリゾート 4 1位 箱根 7 1位 箱根 6

ユニバーサル・スタジオ・ジャパン 3 伊勢志摩 3 2位 草津 4

箱根 3 伊豆 3 3位 阿蘇 3

別府 3 東京ディズニーリゾート 3

2位 2位

10代【n=166】 20代【n=167】 30代【n=167】

3位

2位

3位

40代【n=167】 50代【n=167】 60代【n=166】
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◆緊急事態宣言解除後、活躍を期待しているスポーツ選手 3位「羽生結弦」2位「坂本勇人」、1位は？ 

 

新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、多くのプロスポーツの試合が延期となりましたが、緊急事態宣言の

解除を受け、各スポーツ界からは、試合を順次再開する予定であることが発表されています。どの選手の活躍を期

待している人が多いのでしょうか。 

 

全回答者（1,000 名）に、緊急事態宣言解除後、活躍を期待しているスポーツ選手を聞いたところ、1 位は「大谷

翔平」となりました。ケガから復帰し、また MLB の舞台で活躍してくれると期待している人が多いようです。以降、2

位「坂本勇人」、3位「羽生結弦」、4位「錦織圭」「池江璃花子」となりました。 

 

 
  

◆緊急事態宣言解除後、活躍を期待しているスポーツ選手

［自由回答形式］ ※上位10位までを表示

スポーツ選手名 人

1位 大谷翔平 47

2位 坂本勇人 29

3位 羽生結弦 26

錦織圭 18

池江璃花子 18

6位 大坂なおみ 17

7位 八村塁 13

久保建英 10

桃田賢斗 10

10位 本田圭佑 7

全体【n=1000】

4位

8位
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2020年 6月 22日 

スカパーＪＳＡＴ株式会社 Research 

News Release 

≪おうち時間の楽しみ方≫ 

◆家族で一緒にテレビを観て“おうち時間”を過ごす利点は？ 1位「一家団らんの時間が増える」 

 

緊急事態宣言発出以降、自宅で過ごす時間（“おうち時間”）を楽しくする工夫に注目が集まっています。 

 

同居家族がいる人（830名）に、家族で一緒にテレビを観て“おうち時間”を過ごす利点は何だと思うか聞いたとこ

ろ、「一家団らんの時間が増える」（39.0%）が最も高くなりました。家族揃ってテレビを観ることで、家族が同じ時間

を過ごし、家族との談笑を楽しむことができると感じている人が多いようです。また、利点として、「楽しい時間を共

有できる」（30.2%）、「共通の話題ができる」（27.8%）が上位に挙がりました。 

 

 
  

39.0 

30.2 
27.8 

21.6 

13.0 

7.7 

0.4 

33.6 

0%

25%

50%

全体【n=830】

◆家族で一緒にテレビを観て“おうち時間”を過ごす利点だと思うこと ［複数回答形式］

対象：同居家族がいる人

一家
団らんの
時間が
増える

楽しい
時間を

共有できる

共通の
話題が
できる

コミュニケー
ションが

活発になる

家族の仲が
良くなる

家族の
好きな
ものが
わかる

その他 特になし
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スカパーＪＳＡＴ株式会社 Research 

News Release 

◆家族と一緒に観て“おうち時間”を楽しみたい番組・作品は？ 

ドラマ部門1位「ごくせん」 アニメ部門1位「名探偵コナン」 バラエティ部門1位「アメトーーク！」 

 

全回答者（1,000 名）に、家族と一緒に観て“おうち時間”を楽しみたいドラマを聞いたところ、1 位「ごくせん」、2

位「JIN-仁-」、3 位「逃げるは恥だが役に立つ」となりました。仲間由紀恵が型破りな教師“ヤンクミ”を演じた「ごくせ

ん」を家族で楽しみたい人が多いようです。 

家族と一緒に観て“おうち時間”を楽しみたいアニメでは、1 位「名探偵コナン」、2 位「ドラえもん」、3 位「鬼滅の

刃」となりました。 

 

    

 

また、家族と一緒に観て“おうち時間”を楽しみたいバラエティ番組では、1位「アメトーーク！」、2位「世界の果て

までイッテ Q！」、3位「ニンゲン観察バラエティ モニタリング」となりました。 

 

   

◆家族と一緒に観て“おうち時間”を楽しみたい

ドラマ ［自由回答形式］

※上位10位までを表示

ドラマ名 人

1位 ごくせん 36

2位 JIN-仁- 26

3位 逃げるは恥だが役に立つ 19

4位 ハケンの品格 18

エール 13

野ブタ。をプロデュース 13

7位 99.9 -刑事専門弁護士- 12

8位 家政夫のミタゾノ 11

9位 ノーサイド・ゲーム 10

鍵のかかった部屋 9

麒麟がくる 9

全体【n=1000】

5位

10位

◆家族と一緒に観て“おうち時間”を楽しみたい

アニメ ［自由回答形式］

※上位10位までを表示

アニメ名 人

1位 名探偵コナン 52

2位 ドラえもん 33

3位 鬼滅の刃 31

4位 サザエさん 24

5位 ONE PIECE 19

6位 クレヨンしんちゃん 13

トイ・ストーリー 10

天気の子 10

ちびまる子ちゃん 9

ポケットモンスター 9

全体【n=1000】

7位

9位

◆家族と一緒に観て“おうち時間”を楽しみたい

バラエティ番組 ［自由回答形式］

※上位10位までを表示

バラエティ番組名 人

1位 アメトーーク！ 44

2位 世界の果てまでイッテQ！ 38

3位 ニンゲン観察バラエティ モニタリング 17

4位 VS嵐 15

しゃべくり007 12

水曜日のダウンタウン 12

ポツンと一軒家 11

嵐にしやがれ 11

9位 チコちゃんに叱られる！ 10

ザ！鉄腕！DASH！！ 9

マツコの知らない世界 9

東大王 9

有吉の壁 9

全体【n=1000】

5位

7位

10位
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スカパーＪＳＡＴ株式会社 Research 

News Release 

◆有名人による“おうち時間”を楽しむためのコンテンツとして良いと思ったもの 1位「インスタライブ」 

「うちで踊ろう」「手洗い動画」は何位？ 

 

“おうち時間”を楽しむためのコンテンツとして、有名人がSNS上に提供する動画や写真が話題となりました。 

 

全回答者（1,000名）に、有名人による“おうち時間”を楽しむためのコンテンツとして良いと思ったものを聞いたと

ころ、「インスタライブ（Instagramの生配信機能を使用した投稿）」（18.9%）が最も高く、次いで、「過去のライブ映

像（アーティストによる過去のライブ映像）」（16.9%）、「トレーニング動画（スポーツ選手による自宅でのトレーニン

グ動画）」（16.4%）となりました。“3密”を避けながらファンとの接点を持つ方法として、多くの有名人がInstagram

を活用したパフォーマンスや情報発信を行っていました。“いいね”やコメントにより、リアルタイムでコミュニケーショ

ンを取れたということが、観ている人に満足感を与えたのではないでしょうか。そのほか、「うちで踊ろう（コラボレー

ションを推奨してSNSに星野源が投稿した弾き語り動画）」（10.6%）や「手洗い動画【PPAP‐2020‐】（ピコ太郎によ

る手洗いの大切さを訴える動画）」（10.4%）、「手洗い動画【Wash Your Hands】（ジャニーズ所属タレントによる手

洗いの大切さを訴える動画）」（10.3%）など、SNS上で広く注目されたコンテンツも上位に挙がりました。 

世代別にみると、10代では「インスタライブ」（39.8%）や「無観客ライブ」（22.9%）、「うちで踊ろう」（25.9%）、「手

洗い動画【Wash Your Hands】」（23.5%）が、他の世代と比べて高くなりました。 

 

 
  

18.9 
16.9 16.4 

12.8 
10.9 10.6 10.4 10.3 

7.4 
4.7 

0%

15%

30%

全体【n=1000】

◆有名人による“おうち時間”を楽しむためのコンテンツとして良いと思ったもの ［複数回答形式］

※上位10位までを表示

ｎ数

インスタ
ライブ

過去の
ライブ
映像

トレーニン
グ動画

無観客
ライブ

自宅
ライブ

うちで
踊ろう

手洗い
動画

【PPAP‐
2020‐】

手洗い
動画

【Wash
Your

Hands】

うた
つなぎ

ギャグ
つなぎ

全体 1000 18.9 16.9 16.4 12.8 10.9 10.6 10.4 10.3 7.4 4.7

10代 166 39.8 24.1 22.3 22.9 20.5 25.9 15.7 23.5 15.7 10.2

20代 167 28.7 21.0 19.8 19.2 12.0 12.0 9.0 11.4 7.8 4.8

30代 167 18.0 18.0 18.0 11.4 10.8 6.6 10.8 8.4 6.0 4.8

40代 167 9.6 12.6 9.6 9.0 7.2 6.6 10.8 5.4 3.0 3.0

50代 167 12.6 13.8 15.0 10.8 7.2 6.6 6.0 4.2 5.4 3.0

60代 166 4.8 12.0 13.9 3.6 7.8 6.0 10.2 9.0 6.6 2.4

■全体比+10pt以上/■全体比+5pt以上/■全体比-5pt以下/■全体比-10pt以下 （％）

世
代
別
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◆テレビを観ながら“おうち時間”を一緒に楽しみたい芸能人 女性回答1位は「佐藤健」「明石家さんま」 

◆手洗いソングを歌ってほしい芸能人 1位「嵐」2位「星野源」3位「ピコ太郎」 

◆“うたつなぎ”で歌声を聞きたい芸能人 1位「星野源」2位「嵐」3位「あいみょん」「米津玄師」 

 

全回答者（1,000名）に、テレビを観ながら“おうち時間”を一緒に楽しみたい芸能人を聞いたところ、1位「明石家

さんま」、2位「所ジョージ」、3位「星野源」となりました。テレビを一緒に観ながら、明石家さんまのキレのあるツッコ

ミを横で楽しんで、賑やかな“おうち時間”を過ごしたいと思う人が多いのではないでしょうか。 

男女別にみると、女性回答では「明石家さんま」と並んで「佐藤健」が 1位でした。 

 

 

 

また、“おうち時間”を楽しむコンテンツに関して聞いたところ、手洗いソングを歌ってほしい芸能人では 1 位「嵐」、

2 位「星野源」、3 位「ピコ太郎」、“うたつなぎ”で歌声を聞きたい芸能人では 1 位「星野源」、2 位「嵐」、3 位「あい

みょん」「米津玄師」となりました。 

 

     
  

◆テレビを観ながら“おうち時間”を一緒に楽しみたい芸能人 ［自由回答形式］

※全体は上位10位まで、男女別は上位5位までを表示

芸能人名 人 芸能人名 人 芸能人名 人

1位 明石家さんま 21 1位 明石家さんま 10 佐藤健 11

2位 所ジョージ 16 2位 所ジョージ 9 明石家さんま 11

3位 星野源 14 3位 星野源 7 マツコ・デラックス 9

4位 大泉洋 13 ダウンタウン 6 大泉洋 9

5位 出川哲朗 12 タモリ 6 嵐 9

マツコ・デラックス 11 有吉弘行 6

佐藤健 11

8位 嵐 10

9位 有吉弘行 9

サンドウィッチマン 8

ダウンタウン 8

渡辺直美 8

全体【n=1000】

10位

6位

男性【n=500】 女性【n=500】

4位

3位

1位

◆手洗いソングを歌ってほしい芸能人 ［自由回答形式］

※上位10位までを表示

芸能人名 人

1位 嵐 36

2位 星野源 26

3位 ピコ太郎 23

福山雅治 8

木村拓哉 8

桑田佳祐 7

米津玄師 7

8位 宇多田ヒカル 6

MISIA 5

新垣結衣 5

菅田将暉 5

全体【n=1000】

6位

4位

9位

◆“うたつなぎ”で歌声を聞きたい芸能人

［自由回答形式］ ※上位10位までを表示

芸能人名 人

1位 星野源 27

2位 嵐 15

あいみょん 12

米津玄師 12

5位 MISIA 7

桑田佳祐 6

新垣結衣 6

菅田将暉 6

中村倫也 6

福山雅治 6

6位

全体【n=1000】

3位
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≪調査タイトル≫ 

コロナ禍におけるエンターテインメントへの意識に関する調査 

≪調査地域≫ 

全国 

≪調査対象≫ 

ネットエイジアリサーチのモニター会員を母集団とする 15歳から 69歳の男女 

≪調査期間≫ 

2020年 6月 5日（金）～6月 8日（月）の 4日間 

≪調査方法≫ 

インターネット調査 

≪有効回答数≫ 

1,000サンプル 

（内訳） 

男性 500サンプル/女性 500サンプル（各年代で概ね均等になるように抽出） 
 

≪実施機関≫ 

ネットエイジア株式会社 （調査協力 ネットエイジア株式会社） 

 

 

本ニュースレターの内容の転載にあたりましては、 

「スカパー！調べ」と付記のうえ 

ご使用くださいますよう、お願い申し上げます。 
 
 

組 織 名：スカパーJSAT株式会社 

代表者名：代表取締役 執行役員社長 米倉 英一 

設 立：1994年 11月 10日 

所 在 地：東京都港区赤坂 1-8-1 赤坂インターシティ AIR 

事業内容：メディア事業、宇宙事業 

■  報道関係の皆様へ  ■ 

■  調査概要  ■ 

■  スカパーJSAT株式会社 概要  ■ 


